
粕谷和夫より。ルリビタキ、1 月 19 日宇津貫の雑木林隣り。この日は八王子みなみ野駅前の量販店の屋上で当りを

見張っていた青い鳥・イソヒヨドリのオス 2 羽に出合い、気をよくしていたら宇津貫の雑木林隣りでも青い鳥・ルリビ

タキにも出合いました。側溝近くの地面でミミズを食べていた後に杭の上に止まりポーズをとってくれました 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

季節の便り アカハラ  粕谷和夫 
高原の夏鳥として親しまれて

いるアカハラを冬の 1 月の「季節

のたより」に取り上げるのは不自

然な感じがすると思います。アカ

ハラはツグミの仲間でムクドリ

とほゞ同じ大きさの小鳥です。  

アカハラは本州の高原から北海道の明るい開け

た林で、カッコウやホトトギスとともに朝早くから

「キョロン キョロン チー」、または「キャラン 

キャラン ツリー ・・・」と、澄んだ大きな声を遠

くまで響びかせます。 冬になると平地に降りて来

て越冬します。胸から脇腹が赤茶色でよく目立ちま

すが、同じ仲間のツグミやシロハラとくらべると数

が少なく、中々出合いません。このため、この鳥に

出合うとハッピーな気持ちになります。   

添付の写真は昨年の 1 月に新宿御苑の玉藻池付

近で偶然、しかも真近でばったり出合った時に撮っ

た 1 枚です。近かったので私のカメラでも鮮明に撮

れました。周囲を高層ビルなどで取り囲まれた新宿

御苑にアカハラのような希少な野鳥が越冬してい

たことに驚きました。3 年前（2023 年）の８月の季

節のたより（東京都公園協会賞）で八王子・日野カ

ワセミ会が応募した「野鳥の生息場所としての公園

の重要性や樹林地環境との関係」を提言した論文が

最優秀賞を受賞したことを報告しました。   

この論文の中で、都市の中で自然を生かした公園

は「市街地開発等により周辺環境が大きく変化して

いく中、野鳥この論文の中で、都市の中で自然を生

かした公園は「市街地開発等により周辺環境が大き

く変化していく中、野鳥の生息が継続して確認され

たことにより、地域の生態系の核となるコアエリア

として機能し続けていること」を強調しました。新

宿御苑で越冬していたアカハラもその延長上のも

のとして位置づけられます。今年も新宿御苑でアカ

ハラが越冬しているかどうか、まだ確認していませ

ん。 粕谷和夫のブログ 「鳥見歩る記」 

http://kk-kasuya.cocolog-nifty.com/blog/ 

 

粕谷和夫の観察日記 
小型のタカ、ツミです。1 月 14

日、多摩ニュータウンの清水入緑

地、葉を落とした落葉樹に止まって

いました。この後、青空をバックに

上空を旋回飛翔していました。この

木の近くの街路樹で毎年営巣して

いるツミのペアーがいるので、今年も営巣のためにやっ

てきたものと思われます。ツミはスズメ、シジュウカラ

等の小鳥類を捕食します。 

 

オナガです。水色の細身で可愛

いい鳥です。黒いベレー帽が目立

ち、青くて長い尾が特徴です。そ

の尾をピント立ててくれました。

このポーズで尾長と言われる長い

しっぽが実感できます。前日のツミと同じ清水入緑地に

いました。オナガはツミの巣の近くによく巣を作ります。

それはオナガが雛をツミに守ってもらうためだと言われ

ています。 

シメ（写真上）とアオジ（写真下）で

す。1 月 15 日、多摩ニュータウンの中

の長池公園。両種とも地上に降りて植

物の種のようなものを食べていました。

両種とも地味な鳥で人の前にもあまり

姿をみせませんが、よほどお腹を空か

していたのか、必死に食べていました。 

 

１月 17 日、八王子・宇津木台緑地

の雑木林、猛禽類のオオタカとツミが

葉の落ちた木に止まっていたが、写真

は撮れませんでした。地上の落ち葉の

中にはシロハラ（写真下）、ヤマガラ

（写真上）が近くで餌を探していまし

た。ヤマガラと「にらめっこ」をした

一瞬です。 

蝶は卵や蛹で越冬する種が多い

ですが、「成虫」で越冬する種もい

ます。写真のムラサキシジミは成虫

越冬する蝶、1 月 17 日、八王子・

宇津木緑地の雑木林の枯葉で覆わ

れた地面で翅を広げ、日光を浴びて体温を温めていまし

た。天敵に食べられず生き延びることができれは、３月

か 4 月に卵を産んで次の世代にバトンタッチします。 

植物の種の散布には、 重力 、風、弾道、

水、そして動物による 5 つの主要なモー

ドがあります。この写真は風散布の種子、

小さな種に絹毛の大きな落下傘を付けて

飛んで行きます。冬の東京は降雨がなく、

乾燥している空気に乗ってあちこちに飛

んで行きます。この写真は 1 月 19 日、八

王子・宇津貫緑地で撮ったものです。遠く

まで飛んで行く途中で谷戸の木の冬芽に

絡みついていたもの。冬芽がダウンをまとって寒さ対策

をしているように見えました。 
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